
                       令和２年 3 月 12 日 
 
   所 内 各 位 
 

                 所   長 
 
     新型コロナウイルス感染症への対応について その 3（通知） 
 
 標記について、大野総長より以下のように通知がありましたので、適切な対応
をお願いいたします。 
 なお、最新の情報は、本学ホームページでもお知らせしておりますので、定期
的にご確認いただくようお願いいたします。 
 
【ポイント・留意点】 
1. 不要不急の国内外への出張、旅行、帰省等については、控えてください。 

（特に若い人は、感染してもほとんど症状が出ず、気づかないうちに他の人
に感染させる可能性があります。） 
 

2. 感染症対策（手洗いの徹底、手指消毒、咳エチケット遵守、適切な換気など）
を徹底し、体調管理に努めるとともに、発熱などの症状がある場合は、外出
を控え、自宅療養してください。 

 
3. 不急の行事・イベント等については中止・延期を検討してください。会議や

打合せ等においてはＩＣＴを活用するとともに、対面が必要な場合は短時間
で終わらせるなどの工夫を徹底してください。 
 

4. 屋内等の閉鎖的空間において、他人との距離が十分に確保できない環境での
活動は避けてください。多人数での懇親会や食事会、研究室や課外活動・サ
ークル活動での大会や試合参加、合宿も中止または延期してください。 
 

5. 屋内の施設をやむを得ず使わなければならない場合には、換気を行い、人数
を制限するとともに距離を十分に確保し、時間を限定してください。 

 
6. 不正確な情報に惑わされず、注意深く冷静な対応をとってください。 

 
また、状況が日々変化していることから、本学ホームページにて、最新の情報
を定期的に確認してください。 

https://www.tohoku.ac.jp/japanese/disaster/outbreak/01/outbreak0101/ 



 
 なお、今後所内で感染が確認された場合は、大学本部・保健所等と連絡し、 
 
 感染者発生の所内告知 
 経路や接触者の範囲を確認 
 消毒や同じ職場の従業員の安全確保 
 濃厚接触者の自宅待機（学生が感染者の場合、居室を同じくする学生の

自宅待機等）（2 週間） 
 
等の対策を実施する予定です。 
 
【参考】 
≪東北大学医学系研究科ＨＰ≫ 
 新型コロナウイルスに我々はどう対峙すべきなのか 押谷教授 
 https://www.med.tohoku.ac.jp/feature/pages/topics.html 
 
≪東北医科薬科大学病院 
 新型コロナウイルス感染症 ～市民向け感染予防ハンドブック≫ 
 http://www.hosp.tohoku-mpu.ac.jp/info/information/2326/ 


